
デンソー

― 現実世界の統合者 ―

シナリオ

私は長い間、デンソーを自動車部品メーカーだと思っていた。

もちろんそれは間違いではない。

実際、同社は世界最大級の自動車部品メーカーであり、その事業の多くは自動車産業によって支えられてい
る。

しかしフィジカルAIという視点から見たとき、私はある疑問を持った。

本当にこの会社は部品メーカーなのだろうか。

デンソーの事業を眺めると、その姿は少し違って見える。

センサー。

半導体。

制御装置。

ソフトウェア。

通信。

電動化技術。

これらは単独で価値を生む部品ではない。

むしろ複数の技術を統合し、一つのシステムとして成立させるための技術群である。

例えば自動運転を考えてみる。

車両が周囲を認識する。

判断する。

制御する。

実際に動く。

そのためには無数の技術を同時に機能させなければならない。
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どれか一つだけ優秀でも成立しない。

重要なのは統合能力である。

そして私は、この統合能力こそがデンソーの本質ではないかと思うようになった。

フィジカルAIは現実世界を扱う。

現実世界は面倒だ。

センサーは誤差を出す。

通信は途切れる。

温度は変化する。

部品は壊れる。

AIだけでは何もできない。

現実世界で動くためには、あらゆる要素を繋ぎ込み、一つのシステムとして成立させる必要がある。

そしてデンソーは、現段階ですでにハイブリッドシステムという巨大な統合システムを実用化し、量産して
いる。

エンジン。

モーター。

バッテリー。

インバータ。

制御ソフト。

冷却系。

それらを一つのシステムとしてまとめ上げ、世界最高水準の品質で長年市場へ供給してきた。

これはフィジカルAIの統合という観点において、大きなアドバンテージとなる実績である。

私はデンソーを見ていると、巨大なオーケストラを連想する。

バイオリンだけでは音楽にならない。

トランペットだけでも音楽にならない。

全員を同時に動かして初めて音楽になる。
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そしてデンソーは、その指揮者たるにふさわしい資格を持っているように見える。

この視点に立つと、デンソーは単なる自動車部品メーカーではなくなる。

同社が扱っているのは部品ではない。

現実世界そのものだ。

現実世界の情報を取得し、

理解し、

判断し、

機械へ伝え、

実際に動かす。

フィジカルAI時代において最も重要になる能力の一つは、この「現実世界との接続能力」である。

私はデンソーを、

「現実世界の統合者」

と呼びたい。

もちろん、デンソー自身がそう名乗っているわけではない。

これはあくまで私の解釈である。

しかし少なくとも、

センサー企業でもない。

半導体企業でもない。

ソフトウェア企業でもない。

自動車メーカーでもない。

そのどれでもあり、そのどれでもない。

だからこそ私は、部品メーカーという言葉だけではこの会社を説明できないと思っている。

もしフィジカルAI時代が到来するなら、

現実世界とAIを接続する企業が必要になる。

そして日本企業の中で、その最有力候補の一社がデンソーではないか。
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私はそう考えている。

第三者投資家の視点

シナリオ妥当性：80点

株主利益化可能性：60点

デンソーが高い技術力を持つことについては、大きな異論はないだろう。

またフィジカルAI時代において、現実世界の統合能力が重要になることも十分考えられる。

その意味で、本章のシナリオ自体は比較的現実的である。

一方で問題は別にある。

それはデンソー自身が、このシナリオをどこまで認識しているかである。

技術力と経営力は別物である。

仮に技術的な優位性が存在したとしても、それを事業として収益化できなければ株主価値には繋がらない。

本シナリオ最大の不確定要素は技術ではない。

経営陣の意思である。

今後の注目ポイント

SDVへの対応
半導体戦略の進展
ソフトウェア人材の確保
自動運転関連事業の位置付け
トヨタグループ再編との関係
自動車部品メーカーからの脱皮が進むか
経営陣が自社を何者と定義しているか

本章は株主総会前時点の仮説である。

最大の論点は技術力ではなく、経営陣がこの潜在能力をどのように認識し、どこへ向かおうとしているかに
ある。

今後の経営方針によって、本シナリオの評価は大きく変化する可能性がある。

• 
• 
• 
• 
• 
• 
• 
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